
牛乳の健康及び体力諸要因に及ぼす影響

川崎医療福祉大学健康体育学科教授辻 悦子

目的

カルシウムの供給源としては、乳・乳製品、魚介類、豆類が約55%を占め、特に乳・

乳製品の摂取の伸びが著しい。しかし、平成4年度に食糧需給表での飲用向け消費は

1l1.3g 、国民栄養調査での牛乳摂取は118.1 gと少ない。しかも 3日間の食物摂取状

況調査の中で乳・乳製品の摂取頻度は、 3日間摂取の約45%に対し、 i日も摂らない

者が約21%もあり(平成3年国民栄養調査)、牛乳の積極的摂取の習慣性が少ないこ

とが示されている。

本年度は健康教育の中で食生活の重要性やカルシウムについて指導をすすめながら、

高校生の血中脂質の経過を観察した。また、中年期以降の女性に骨粗懸症に対する知

識と牛乳飲用の指導を行った。

実験方法

実験 l 昨年につづき、某大学付属高校生の 4月における健康診断時に採血し、常

法より血清を得、血中脂質を酵素法、免疫比j罰法により測定した。なおこの被験者は

平成4年度に l年生であった現2年生32名(男子21名、女子11名)及び本年度高校入

学の l年生女子9名である。

実験2 兵庫県津名郡五色町在住の女子 (37~70才) 48名に対し血液検査及び骨粗

怒症の指導等を行った。牛乳の積極的摂取を勧め、 2ヶ月後に血液検査を実施した。

2ヶ月後の検査実施者は27名で、この中牛乳を平常より l本以上増量したもの12名、

増量しでも l本以下又は増やさなかったもの12名、他の食事療法をしたものは 3名で

あった。血中脂質は酵素法、 CaはOCP Ci去、 Pはモリブデン酸直接法、アルカリ

フォスファターゼはPNP基質法、高感度副甲状腺ホルモン、カルシトニン、オステ

オカルシンはRIA法で測定した。
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なお、両実験とも採血当日は飲食後の者も含まれるため、特にトリグリセリドは参

考値にとどまるものである。

結果及び考察

実験 l 表lに高校生の血中脂質を示した。女子について 2年生と l年生を比べる

と、アポAIIの{也は殆ど学年の差はみられなかった。 2年生では男子と女子の間に、

アポAII、CIIに有意差が認められたが、他の脂質に有意な性差はなかった。

しかし、 l年前の結果と比較すると、総コレステロールは女子では差はなかった

( 1年次の値163工18mg/dPlが、男子では148::i::2Img/dP (1年次)から159土24mg/

dPと明らかに (p< 0.05)増加していた。その他の脂質レベルには男女とも経年の影

響は認められなかった。青少年の血中総コレステロール値については、女子が男子よ

り高レベルであり、男女とも中学生期が最も低値を示し、女子では中学後半から、男

子では高校期から上昇していくことが知られている。本実験の被験者も昨年度で既に

男女差がみられ女子の方が高値であったが、 l年後には男子で成長に伴うコレステロ

ールの増加が見られたものと考えられる。

本年度については、食物調査、体力指標の調査結果がまとまっていないので、次年

度に合わせ考察する。

実験2 本実験の被験者が居住する五色町は人口比率で60才以上は30%を越え、 65

才以上は23%を越える程の高齢化が進んでいる。昭和55年に「健康の町宣言」を行い、

町全体で健康問題にとり組んでいる。このため住民の健康に対する意識は比較的高い。

実験に参加した48名の被験者の年令は57.0士8.2才、血圧は収縮期136::i::18、拡張期

80::-: IImmHg、血中総コレステロール216士38、HDL -C63土15、トリグリセリド108

工 57mg/dPであり、高脂血症と思われる (TC >220mg/ dPl者は20名で全体の41.6 

%であったっ問診の結果、図 lの様な自覚症状が認められた。特に身長の低下という

訴えが多く、比較的高齢であるため骨粗懸症に関する指導を行う中で牛乳の積極的飲

用を勧めた。 2ヶ月後の検診時に牛乳飲用状況を十分に確認し、さらに閉経していな

い者や閉経後年数の短い者を除いたところ、牛乳を平常よりJ;本以上増やした群 (A

群)と殆ど増やさなかった群 (B群)それぞれ7名となったっ

← 44 



表2に両群被験者の年令、閉経年数及び実験前後の血圧を示した。年令、閉経年数、

血圧に 2群聞の差は無く、 2ヶ月の実験後に両群とも収縮期血圧が低下した。

血中脂質、無機質、生理活性物質等の実験前後の値をA群は表 3、B群は表4に示

した。牛乳を増景したA群では実験前の総コレステロールは高レベルであったが、実

験後の値に大きな影響はなく有意差は認められなかった。 Ca、P及びCa/Pへの影

響も殆どみられなかった。アルカリフォスファターゼは実験後に明らかに低下し、オ

ステオカルシンが上昇傾向であった。アルカリフォスファターゼの低下及び有意差は

無いものの平均値で富IJ甲状腺ホルモンの低下、カルシトニンの増加傾向がみられたこ

とは、骨吸収が抑制される傾向にあることを示したものと考えられる。

牛乳増量をしなかったB群では、実験前の血中コレステロールは正常域であったが、

2ヶ月後には有意に低下し、 HDL コレステロールの低下も伴っていた。 Ca，P、

Ca/Pは2ヶ月間に殆ど変化はなかった。 B群では 2ヶ月後にオステオカルシンが

明らかに増加した。またアルカリフォスファターゼ、肩IJ甲状腺ホルモンは平均値が低

下し、カルシノトニンは増加したが、いずれも有意差は認められなかった。これらの結

果から、 B群は牛乳負荷をしなかったものの、他のカルシウム供給食品の摂取や活動

量を増やす等の何らかの生活改善をしている可能性が推察された。

以上の結果から、牛乳を l本増量することにより、骨吸収が抑制される傾向を示し、

しかも高レベルの総コレステロールをさらに増加させないことが示され、骨粗懸症の

進行防止やひいては予防に非常に有用であることが認められた。高齢者はコレステロ

ール値の上昇を懸念して牛乳摂取を控える傾向にあるが、乳糖不耐や日書好性の全く無

い場合を除けば積極的飲用を勧めることが望ましいと考えられた。さらに、健康に対

する関心度を高めるような機会を重ねることにより、食生活の見直しのみならず活動

量を増加させるなと、生活全体の改善につながり、健康度を高める方向に向かわせるこ

とができるものと思われる。
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図 1 骨涙里、!::関する問診

表 l 血中脂質

男子 (2年生)

159"，24 

51士13

90土35

(複数解答)

女子(2年生)

168土21

53土 10

69"，26 

女子(1年生)

170士25

54土 9

69"，19 

127土21 124土17 129士16
「一一※一一--， ，-一一※一一「

30"， 3 28土 3 31士 4

70士12 72"， 12 
「※

3.2土0.8 2.5"，0.4 

7.8士2.0

3.8"，0.8 

7.1"，1.6 

3.8"，0.8 

71"，12 

2.8土0.6

7.6"，1.1 

4.3士1.3

Mean"， S 0 (mg/ dP)、男子 n ~21、女子 2 年生 n~ l1、 l 年生 n~ 日
※p < 0.05 
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年齢(才)

閉経年数(年〕

表2 年齢、閉経年数及び血圧の変化

A 群

59010 3 

10土 5

※ 

日群

60010 5 

1001010 

血圧(町Hg)
験前実 j 」「 1 33 ± 1 5 実験，115 土15 実験， 131 士20 実験， 116 士22 

75土日 後 640107 前 760109 後 6701016

Mean土 SD A n~7 、 B~7 ※pく 0.05

表 3 血中脂質、無機質、生理活性物質等の変化 (A群)

実験前 実験後

輯コレステロール 時 /dR 23401026 

HDLコレステローlレ 昭 /dR 6401015 

総コレステロール/HDLコレステロール 3.8士O.9 

Ca 昭 /dR 9.4士0.2

F mg/dl 3.70100.8 

Ca/P 2.66士0.67

アルカリフォスファターぜ u/l 203土57

副甲状腺ホルモン(高感度〉 pg/mi 351士26

カルシトニン 問/mi 21士 5

オステオカルゾン ng/mi 9.10103.8 

※p <0. 05 

表 4 血中脂質、無機質、生理活性物質等の変化 (B群〉

実験前

総コレステロール 時 /dR 211土23

HDLコレスチロール 時 /df 58土 15

総コレステロール/HDLコレステロール 4. 1土1.9

Ca 時 /dR 9.5土0.4

P 時 /dR 3.7I0.4 

Ca/P 2.600100.22 

アルカリフォスファターゼ u/I 24301058 

副甲状腺ホルモン(高感度) pg/mi 34901081 

カルνトニン pg/mi 19土 4

オステオカルシン ng/mi 9.2士3.3

※p <0.05 
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22601026 

62士20

3.9土1.0

9.4土0.4

3.5土0.6

2.70.土日 48

180土46

339土47

25010 8 

※ 

11.40103.4 

実験後

191土16

5101012 

4.00101.3 

9目 5士0.3

3.80100.7 

2.51土日.38

22201033 

341士56

23土 5

11.10102.9 

※ 

※ 

※ 

※ 




